
 

 

 
 

令和６年度 仰木中 第３１回 文化祭   ９月２７日（金）  

 
■今年度の文化祭も、のべ３００名を超える保護者やご来賓の皆様がお越しくださり、体育館で全校生徒の活動の成果を 
観ていただくことができました。観覧席から贈っていただいた盛大な拍手は、生徒とって、大きな励みになりました。 
お忙しい中、時間をつくってお越しくださった保護者ならびにご来賓の皆様には、本当に心より感謝申しあげます。 

■今年度の仰木中文化祭においても、『長い間継承されてきた文化』と、それを生かしつつ、『新たに創造された文化』 

の両方を見ることができました。 

『文化』というものは人の集まりによってつくられるものです。人がそこに集まって、集まった人がその時代に、また、その 

空間に、何かを残そうと考えた時点から、『文化』というものがつくられていきます。 

「文化祭」は『仰木中文化』のひとつです。 昨年度からのよい流れを受け継ぐかたちで、今年の文化祭は、『仰木中文 

化』の「進化」につながる大変すばらしい、感動的な文化祭でした。 

■「文化祭」という行事は、受け継いだものを守り、新しい工夫を付け加え、次へと引き渡していく場であると同時に、協調 

性や人との関わり方、先を見通して行動することや集団で目的を達成する喜びを学んだり、コミュニケーション力をはじめ、 

互いに協力して責任を果たす態度や優れた文化に触れ、正しく鑑賞する態度を養ったりする場です。 

また、負ける悔しさや勝つ喜びを味わったり、競い合いつつも互いに讃え合ったりすることで、集団の質の高まりと個人の 

成長が促される機会ともなります。 

■今年の文化祭は、生徒一人一人のエネルギーが、その１日に、その瞬間に、どっとあふれ出し、また、一人一人のもつ能力 

や可能性が一気に体現されたすばらしい行事でした。 この文化祭で、自分の新しい可能性を見つけた人もいたのではな 

いでしょうか。 
 
『仰木太鼓』  ♪集来 ♪雨乞い ♪仰木太鼓メドレー 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
  
   
                                             
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仰木中学校 校内・地域通信  『つなぐ』～人と人・学び・育ち・社会・未来～    
 

令和６年 10月 16日発行 

第７号 

生徒数 ５５２名 

ＨＰ版 仰木野 桜丸 

▼昨年度、仰木中学校は創立３０周年を迎えました。この記念すべき節目を刻む取組として、
仰木の伝統文化である「仰木太鼓」の継承のために、まず私たち中学生が直接体験し、地域の
伝統文化に愛着がもてるようにと文化祭での発表が始まりました。▼仰木太鼓は西暦９００年代
平安中期、源氏により始められた仰木祭りの進行役として重要な役割を果たしてきました。今ま
で１０００年以上も続いています。▼仰木太鼓は、伝統を重んじ、ショー的なアレンジは全くしてお
らず、リズムも昔のままで、太鼓のみで神に祈りを込めて打ち鳴らす素朴な太鼓です。 練習風景 

▼私たち仰木中生や地域みんなで築くこれからの未来に、 
期待と応援の意味を込めて、仰木太鼓による演奏が披露さ
れました。▼演目は、お宮さん（神社）に民を集める時に打ち
鳴らされる「集来（しゅらい）」と、日照りが続いて農作物が育
たないときに叩いたといわれる「雨乞い」と、これらに、お宮さ
んから御輿が出る合図となる「宮立ち」を加えたメドレーを披
露しました。▼今回の太鼓チームは、１２名の内１０名が初心
者いうことでしたが、初めてとは思えないほどの演奏でした。
昨年度からさらにレベルアップした、「枠打ち」を入れた演奏
ができたのも、直接指導に来ていただいた「仰木太鼓保存
会」の方々のおかげです。最後の「仰木太鼓メドレー」は、大
変見事な早打ちで、圧巻でした。▼この、体が覚えたリズム、
伝統技能を、是非大事にしていってほしいと思いました。これ
をきっかけに、仰木太鼓を叩ける若者が増えていくことを願っ
ています。 

オープニング 「仰木太鼓」 

１年 最優秀賞 ２組   優秀賞 ６組 

♪大切なもの       ♪旅立ちの時 

２年 最優秀賞 ５組   優秀賞 ３組 

♪輝くために       ♪キミのもとへ… 

３年 最優秀賞 １組   優秀賞 ２組 

♪栄光の架橋      ♪ふるさと 



学級の個性や、思い、意気込みが込められた学級旗

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  令和６年度 仰木中 第３１回 体育祭   １０月１１日（金）  

  ～かけ声・かけひき・意気込み・努力／スピード・迫力・全力疾走／協力・愉快活発・大歓声～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

≪秋季新人大会当日の自宅学習について≫ 
今週１０月１８日（金）の秋季新人大会の日は、大会に参加する生徒の引率や競技

役員および会場でのケガや体調不良者への対応等、生徒の安全確保と緊急時の

対応に備え、多くの教員が出張いたします。 

そのため、大会に参加しない生徒については、やむを得ず自宅学習としており、

各学年３教科から学習課題を出します。 

この課題の提出をもって出席扱いといたしますので、必ず提出してください。 

何卒ご理解ご了承の程よろしくお願い致します。 

※課題内容は仰木中ＨＰに掲載しますので、ご確認ください。 

学校夢づくりプリジェクト「昇降口のリフォーム」 

10/18金  秋季新人大会（自宅学習） 
10/21月  教育相談開始 

10/23水  ⑤⑥生徒会役員選挙 
10/24木  ⑥避難訓練  ★16:00～花壇除草作業 

大特連交歓スポーツ交流会（皇子が丘体育館） 

10/25金  ⑤⑥２年職場体験事前訪問 
10/28月  ★16:00～花壇土づくり 
10/29火  ２年職場体験 （～31木） 

10/30水  ⑤１年公開道徳 
10/31木  ⑤３年公開道徳 ⑥進路説明会 
11/ 1 金  ３年実力テスト ★16:00～シバザクラ苗植え 

11/ 5 火  ブロック駅伝 
11/ 6 水  ⑤２年公開道徳  14:30～学校運営協議会 
11/ 9 土   PTA制服お譲り会 11:00～12:00 

11/11月  ３年期末テスト （～12火） 
11/15金  県駅伝 
11/21木  １，２年期末テスト （～22金） 

11/22金  大特連中学校北部ブロック交流会（和邇体育館） 
11/27水  常置委員会 

▼有志発表は、それぞれの「好き」や「得意」を生かし

た、大変、見応えのある発表ばかりでした。▼出場した

５組の生徒の度胸と才能には、脱帽でした。▼観客を

魅了し、会場を盛り上げた出場者全員に拍手喝采！ 

▼『創～Be the producer～』のスローガンのもと、一人一

人がこの文化祭のプロデューサーとして最高の思い出を創

りあげようという思いをもって、皆が結束した文化祭でした。

▼全校制作では、仰木中のシンボルとなるものを創りたいと

いうことから、昇降口のジャンボ時計設置が企画され、現

在、周囲の壁に色・柄をつけるところまでできました。できあ

がりが楽しみです。▼「学校夢づくりプロジェクト」の取組のひ

とつである「昇降口のリフォーム」の第２段階として、昇降口

扉のガラスが、きれいな花の絵で飾られ、明るくなりました。

今日も明日も、みんなの心が軽く、明るく、優しくなるような

昇降口になるといいですね。 全校制作 

２年：借り人競争 １年：台風の目 

３年：一発逆転 全員リレー 大縄跳び 


